
校名 府立茨木西高等学校

校長名 髙木　枝美子

日時

会場

山本　稔会長、谷　郁夫副会長

山田　咲生子委員、清原　隆志委員、大原　有樹子委員

令和４年度 第２回 学校運営協議会 議事録

開催日時 令和４年９月28日（水）　　15:30　～　　　

開催場所 府立茨木西高等学校　本館１階　校長室

出席者(委員）

出席者(学校） 髙木校長、亀山教頭、田邊、安木、今井、大西、佐藤

傍聴者 ０名

協議資料 令和４年度「学校経営計画及び学校評価」、令和５年度「教科書選定一覧」、スクール・ミッション

次回の会議日程

令和５年２月１６日（木）15：30～　

協議内容・承認事項等（意見の概要）

校長室

備考

議題等(次第順）

・学校長挨拶
・近況報告
・協議
　①授業見学等を振り返って
　②令和４年度「学校経営計画」進捗状況について
　③令和５年度「使用教科用図書」の決定について
　④スクール・ミッションについて
　⑤その他
　　・マスコットキャラクターについて
・今後の日程について

＜授業見学等を振り返って＞
○空き教室が増えている。募集人数が減少しているから。そのため展開教室が増えている。
○以前より真面目な生徒が増えた。ICTを活用するなど視覚に訴える授業が生徒を前向きにさせている。授業の質も高い印象。
○ICT化が進んでいる。小テストをChromebookで実施しており、結果がすぐに出る。生徒にとってすぐに採点結果や平均点が分かることは有益である。茨木西の取り組みが身を
結んでいる。
○数学ではPCだけでなくプリントも活用し、ハイブリッドな授業であった。
○生徒がPCを使った授業が印象的であった。茨木の小中学校ではまだまだ活用できていない。それに比べると、府立高校はさすがだと感じた。
○教室が狭い印象だった。机が背面黒板まで並んでいた。小中学校に比べると狭く感じる。
○クラスの人数を減らすことはできないのか。
　⇒募集人数が学校毎に定められており、１クラスの人数は４０人と決められている。
＜令和４年度「学校経営計画」進捗状況について＞
○「確かな学力」　chromebookの授業活用について
　⇒ほぼ全ての教員が授業で活用している。授業以外にも、生徒会選挙の演説や投票でも活用している。韓国の高校とのオンライン交流でも使用している。始業式は体育館で
はなく校長室から中継している。
　　健康診断の結果を自身でデータベースに入力する試みも始めている。ただし、他の府立高校であったような個人情報の流出には、試しに教師が生徒の立場にたって実験す
るなど、十分に気をつけている。
○ネットトラブルに関する講演会について
　⇒（１年）４月当初と９月の２回、講演会を実施している。アップロードした写真の一部から個人が特定されてしまう、文章では上手に気持ちが伝わらないことがトラブルになる、
などを学ぶ。
　　　　　　また、SNSの返信のタイミングやコメント欄のトラブルについて、実例を交えて共有、学習した。アンケートを実施し、生徒から様々な感想が寄せられ、一定効果があっ
たと思われる。
　⇒（２年）５月に実施。動画を視聴した後にトラブルの事例を紹介。アンケートの肯定的な回答は９８％以上。総合的な探究の時間でも、ネットトラブルを教材にしている。
○ライデン・スクールについて
　⇒以前使用していたメールマガジンシステムで不具合が発生したので、他校でも利用しているライデン・スクールを導入した。安否確認にも利用している。
○教室での生徒用端末の充電について
　⇒茨木西高校では、各教室に５台のモバイルバッテリーで対応。原則は家庭での充電である。
○フィールドワークについて
　⇒事前に生徒の希望を調査し、全員第一希望の大学や専門学校に見学・授業体験に行けた。
○１年生による母校訪問について
　⇒教員による中学校訪問よりも、高校１年生が出身中学校にパンフレットを持参して訪問するということを始めた。生徒もおおむね協力的だった。事前に中学校に校長名で文
章を出し、訪問する生徒がアポイントを
　　とってから訪問した。広報的には効果的であり教員の負担軽減にもつながった。
○つながる力について、地域行事が今年度も中止になり大変だったのでは。
　⇒８月に本校の調理実習室に地域の方々をお招きして料理を作る交流を実施した。その場で実食する予定だったが、感染対策のため持ち帰ってもらった。クリーン作戦は11
月にも実施予定。
　　近々、春日丘小学校に本校の３名が出向き、防災関連のイベントに参加する。制限はあるが、地域との交流を続けて行きたいと考えている。

○オーストラリアとの交流について
　⇒昨年度の２月に実施できなかったので、この９月に実施できた。時差の問題がありなかなか難しい面もあった。
○つながる力、体育祭の満足度について、まだ集約中なのか。
　⇒学校教育自己診断で測る予定である。
○１年生の部活加入率70％以上を目標しているが、他校ではもっと高く設定している。もっと高まると嬉しいと思う。

　⇒なるべく高い加入率をめざしてはいるが、現実そこには至っていない。４月の新入生歓迎会などではアピールを続けている。大阪府の方針、教員の働き方改革も関係してい
る。
　　生徒に、加入率を上げるためにはどうしたら、という問いかけをしたところ、ほどほどにやりたい、週に３日でよい、などの意見もあった。
○文化祭の劇中で、異性の役をしてはいけないとしているが、今の時代どうなのか。
　⇒自分の性別とは異なる役や服装をすることで笑いや差別につながることがないように取り組んでいる。ただし、生徒会、人権委員会とやりとりをすることで、異性の役をする
ことを認めている。
○朝、登校時の自転車左側通行について、幼稚園バスの通行の妨げになってしまっている。
　⇒学校側で対策を考える。警察にも相談してみるのも一つ。

＜令和５年度「使用教科用図書」について＞
○おおむね標準的な内容のものを採用している。（教科書見本を提示した。）

＜スクール・ミッションについて＞
○学校経営計画の内容にもある目標にも合わせ作成した。今後、スクール・ポリシーも作成する必要がある。（委員からの意見を集約し、１０月末までに作成をめざす。）

＜マスコットキャラクターについて＞
○生徒、保護者、卒業生、教職員から案を募り、７点の応募があった。生徒会役員、PTA実行委員、教職員でアンケート調査をし、上位３点に絞り込んだ。後援会や同窓会でも意

見を聞き、最終決定する予定。
　⇒学校運営協議会ではこの結果に対して承認された。


